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外
観
計
画
と
環
境
計

画

敷
地

か
ら

見
え

る
背

後
の

山
並

み
の

稜
線

に
合

わ
せ

た
勾

配
屋

根
形
状

と
し

て
い

ま
す

。

下
呂

市
の

景
観

計
画

に
よ

り
広

い
範

囲
の

白
系

高
彩

度
色

の
使

用
を
避

け
、

色
彩

は
山

並
み

や

農
地

な
ど

自
然

の
色

と
馴

染
み

や
す

い
地

域
の

景
観

に
配

慮
し

た
落
ち

着
い

た
着

色
を

計
画

し

ま
し

た
。

ま
た

、
周

辺
風

景
に

配
慮

し
建

物
高

さ
を

抑
え

、
景

観
に
溶

け
込

め
る

デ
ザ

イ
ン

と

し
て

い
ま

す
。

計
画
敷

地
の

あ
る
下

呂
市

は
岐

阜
県
の

中
東

部
に

位
置
し

、
面

積
の

９
割
を

森
林

で
占

め
る

自

然
豊
か

な
地

域
で
あ

り
、

多
く

の
国
有

林
を

有
し

て
お
り

、
森

林
技

術
・
支

援
セ

ン
タ

ー

国
有
林

の
フ

ィ
ー
ル

ド
を

活
用

し
た
森

林
・

林
業

に
関
す

る
技

術
の

開
発
、

指
導

・
普

及
等

に

取
り
組

み
地
域
の

林
業

振
興

に
寄
与

す
る

こ
と

を
目
的

と
し

て
い

ま
す
。

計
画
概
要



１
階
の
ご
案
内

施
設
内
写
真

書
庫

倉
庫

休
憩

室
２

廊
下

所
長

室
休

憩
室

１

事
務

室
会
議

室

ホ
ー

ル

ポ
ー

チ
風

除
室

ホ
ー

ル



ユ
ニ
バ
―
サ
ル
デ

ザ
イ
ン

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
応

地
域
性
に
配
慮
し
た

配
置
計

画
・
ア
プ
ロ
ー
チ

計
画

C
LT
の
活
用

環
境

負
荷
低

減
に
配
慮
し
た
施

設
整
備

C
L
T
と
は

C
r
o
s
s
 
L
a
m
i
n
a
t
e
d
 
T
i
m
b
e
r
（

J
A
S
で

は
直

交
集

成

板
）
の

略
称

で
、

ひ
き

板
（

ラ
ミ

ナ
）

を
並

べ
た

後
、

繊
維

方
向

が
直

交
す

る
よ

う
に

積
層

接
着

し
た

木
質

系
材

料
で

す
。
C
L
T
に

採
用

す
る

木
材

に
は

、
国

内
産

“
杉

材
”

を
使

用

し
ま
し

た
。

庁
舎

・
車

庫
に

C
L
T
を

水
平

力
と

鉛
直

荷
重

を
負

担
す
る

壁
や

ポ
ー

チ
や

車
庫

の
屋

根
に

使
用

し
、

新
た

な
木

材
需
要

の
創

出
が

期
待

さ
れ

る
構

造
体

と
し

て
使

用
し

て
い

ま
す
。

内
外

装
に

随
所

に
C
L
T
現

し
や

木
材

を
採

用
し

、
来

庁

者
が
木

質
空

間
の

豊
か

さ
を

感
じ

ら
れ

る
計

画
と

し
て

い
ま

す
。

配
置

計
画

で
は

、
入
口

を
交

差
点
か

ら
避

け
る

こ
と
で

安

全
に

来
庁

者
が

入
れ
る

形
態

と
し

ま
し
た

。
ポ

ー
チ

で
は
ス

ロ
 

ー
プ

や
誘

導
ブ

ロ
ッ
ク

の
配

置
、

段
差
の

解
消

を
行

い
バ
リ

ア

フ
リ

ー
化

を
促

進
し
ま

し
た

。
ま

た
、
機

械
室

等
の

管
理
に

必

要
な

管
理

者
出

入
口
は

、
敷

地
の

西
側
道

路
か

ら
と

し
、
来

庁

者
の

動
線

と
交

錯
し
な

い
よ

う
配

慮
し
ま

し
た

。
道

路
周
辺

に

は
下

呂
市

の
花

で
あ
る

岩
つ

つ
じ

を
植
栽

し
、

緑
豊

か
な
周

辺

環
境

を
形

成
し

ま
し
た

。
浸

水
対

策
と
し

て
床

高
さ

を
道
路

高

さ
よ

り
５

０
㎝

と
し
て

い
ま

す
。

各
案

内
板

は
適

切
な

位
置

に
配

置
し
高

齢
者

。
障

が
い

者
等
を

含
む

す
べ

て
の

利
用

者
に

も
は

っ
き
り

と
識

別
で

き
る

色
合
い

や
形

状
の

サ
イ

ン
計

画
と

し
て

い
ま
す

。

バ
リ

ア
フ

リ
ー

ト
イ

レ
は

「
ど

ん
な
人

に
も

使
い

や
す

く
」
を

も
と

に
利

用
者

が
認

識
し

や
す

い
位
置

に
設

け
、

車
い

す
回
転

ス
ペ

ー
ス

、
手

す
り

、
オ

ス
ト

メ
イ

ト
用

の
汚

物
流

し
や

水

栓
、

お
む

つ
交

換
シ

ー
ト

等
を

設
置
し

て
利

用
者

の
ニ

ー
ズ
に

対
応

す
る

計
画

と
し

て
い

ま
す

。

各
に

は
手

す
り

付
き

の
ト
イ
レ

ブ
ー

ス
を

設
け
て

い
ま

す
。

車
庫

車
庫

機
械

室

事
務

室
軒

再
利

用
フ
ロ

ー
ン

グ

男
性

用

バ
リ

ア
フ

リ
ー

ト
イ

レ

の
断

面

木
製
案

内
サ
イ

ン

木
質

ペ
レ
ッ

ト
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引
用
元
：

CL
Tを
用
い
た
建
築
物
の
事
例
に
つ
い
て

(平
成

29
年

4月
林
野
庁

)



木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

(ペ
レ
ッ
ト

)ボ
イ
ラ
ー
の
活
用

新
庁
舎
に
導
入
さ
れ
た
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
は
、
温
水
供
給
機
能
付
き
の

も
の
と
な
り
ま
す
。
機
能
と
し
て
は
、
燃
料
サ
イ
ロ
よ
り
ペ
レ
ッ
ト
を
吸
引
し
、

ボ
イ
ラ
ー
で
沸
か
し
た
温
水
を
庁
舎
内
に
張
り
巡
り
さ
れ
た
配
管
を
通
じ
て
、

温
水
ヒ
ー
タ
ー
か
ら
温
風
が
排
出
さ
れ
る
設
備
と
な
っ
て
い
ま
す
。

木
質
資
源
で
あ
る
ペ
レ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
森
林
由
来
の
間
伐
材

や
未
利
用
材
の
有
効
活
用
へ
つ
な
が
り
、
山
村
地
域
へ
の
雇
用
の
創
出

や
地
域
の
活
性
化
に
も
貢
献
し
ま
す
。
ま
た
、
政
府
が
推
進
し
て
い
る
持
続

可
能
な
開
発
目
標

(S
DG
ｓ

)1 を
実
現
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

※
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
の
採
用
は
中
部
森
林
管
理
局
に
お
い
て

2例
目
の
事

例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

引
用
元

:ト
モ
エ
テ
ク
ノ
製
品
カ
タ
ロ
グ
よ
り

配
管
系
等
断
面
図

温
水
ヒ
ー
タ
ー

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

(ペ
レ
ッ
ト

)

ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー

1．
「

Su
st

ai
na

bl
e 

De
ve

lo
pm

en
t G

oa
ls」
の
略
称
で
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
と
呼
ば
れ
る
国
際
目
標
。



い す 床 板 24× 30× 6 10 入 二 等 鹿 兒 島 營 林 署 木 工 場

火 乾
床 板營

イ
ス
ノ
キ
床
板
は
、
昭
和

9年
か
ら
昭
和

42
年
ま
で
稼
働
し
て
い
た
鹿
児
島
木
工
所
で
製
作
さ
れ
、

旧
下
呂
営
林
署
建
設
当
時
の
昭
和

34
年
よ
り
使
用
さ
れ
た
歴
史
的
価
値
の
あ
る
床
板
を
新
庁
舎
で

再
利
用
し
ま
し
た
。

イ
ス
ノ
キ
の
特
徴
と
し
て
は
、
重
硬
で
耐
久
性
の
高
い
木
材
と
言
わ
れ
て
お
り
、
加
工
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
仕
上
が
り
面
が
よ
り
良
い
状
態
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
広
葉
樹
は
反
曲
割
裂
な
ど
の
欠
点
が
多
く
、
用
材
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
な
い
安
価

な
製
炭
資
材
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
適
度
な
硬
度
、
鮮
明
な
色
沢
と
木
肌
を
持
つ
樹
種

に
つ
い
て
は
、
高
級
優
秀
な
用
途
に
供
す
る
た
め
に
床
板
が
製
作
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
床
板
の
裏
側
に
は
、
営
林
署
時
代
の
国
有
林
マ
ー
ク
が
刻
印
さ
れ
て
お
り
、
規
格
・
等
級
・
乾
燥

方
法
、
鹿
児
島
営
林
署
木
工
場
で
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

イ
ス
ノ
キ
床
板
の
再
利
用

床
板
の
裏
側

昭
和

30
年
代
の
鹿
児
島
木
工
所

イ
ス
ノ
キ
の
箸

Af
te

r
Be

fo
re



森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
庁
舎
（
岐
阜
県
下
呂
市
森
８
７
６
－
１
）
に
利
用
し
た
木
材
に
係
る
炭
素
貯
蔵
量
（
Ｃ
Ｏ
2換
算
）

【
計

算
式

】
木

材
の

材
積

（
㎥

）
×

密
度

（
t/

㎥
）

×
炭

素
含

有
率

×
44

/1
2＝

炭
素

貯
蔵

量
（

CO
２

換
算

）
 

（
t-

CO
2）

○
CL

T構
造

材
ス

ギ
89

.1
7

㎥
×

0.
33

1
t/

㎥
×

0.
50

0
×

44
/1

2
＝

54
.0

t-
CO

2

○
   

   
構

造
材

ヒ
ノ

キ
5.

44
㎥

×
0.

38
3

t/
㎥

×
0.

50
0

×
44

/1
2

＝
3.

8
t-

CO
2

○
   

   
構

造
材

カ
ラ

マ
ツ

5.
25

㎥
×

0.
43

5
t/

㎥
×

0.
50

0
×

44
/1

2
＝

4.
2

t-
CO

2

○
製

材
ス

ギ
8.

91
㎥

×
0.

33
1

t/
㎥

×
0.

50
0

×
44

/1
2

＝
5.

4
t-

CO
2

○
製

材
ヒ

ノ
キ

6.
21

㎥
×

0.
38

3
t/

㎥
×

0.
50

0
×

44
/1

2
＝

4.
4

t-
CO

2
○

製
材

（
国

産
材

以
外

）
樹

種
不

明
0.

41
㎥

×
0.

33
1

t/
㎥

×
0.

50
0

×
44

/1
2

＝
0.

2
t-

CO
2

○
製

材
（

再
利

用
）

イ
ス

ノ
キ

0.
89

㎥
×

0.
78

3
t/

㎥
×

0.
50

0
×

44
/1

2
＝

1.
3

t-
CO

2
計

73
.3

t-
CO

2
※

木
材

使
用

量
に

は
、

車
庫

棟
（

延
べ

床
面

積
35

.5
7㎡

）
１

棟
に

使
用

し
た

木
材

使
用

量
を

含
み

ま
す

。

（
責

任
者

名
）

中
部

森
林

管
理

局
 総

務
企

画
部

 経
理

課
 

経
理

課
長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
連

絡
先

）
TE

L 
０

５
０

－
３

１
６

０
－

６
５

２
７

 
中

部
森

林
管

理
局

 総
務

企
画

部
 専

門
官

（
契

約
適

正
化

・
債

権
管

理
担

当
）

 
（

連
絡

先
）

TE
L 

０
５

０
－

３
１

６
０

－
６

５
３

３
 

【
計

算
】

28
5.
28

㎡

木
材
全
体
の

炭
素
貯
蔵
量

（
C
O
2換
算
）

73
t-
C
O
2

延
べ
床
面
積

国
産
材

利
用
量

国
産
材
の

炭
素
貯
蔵
量

（
C
O
2換
算
）

木
材
全
体

利
用
量

11
6

㎥
73

t-
C
O
2

11
6

㎥

こ
の

表
示

は
、

林
野

庁
「

建
築

物
に

利
用

し
た

木
材

の
炭

素
貯

蔵
量

の
表

示
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

（
令

和
３

年
10

月
１

日
付

け
３

林
政

産
第

85
号

林
野

庁
長

官
通

知
）

に
準

拠
し

、
こ

の
建

築
物

に
利

用
し

た
木

材
が

貯
蔵

し
て

い
る

炭
素

（
Ｃ

Ｏ
２

換
算

）
の

量
を

示
す

も
の

で
す

。
木

材
は

、
森

林
が

吸
収

し
た

炭
素

を
貯

蔵
し

て
お

り
、

木
材

を
建

築
物

等
に

利
用

し
て

い
く

こ
と

は
、

「
都

市
等

に
お

け
る

第
２

の
森

林
づ

く
り

」
と

し
て

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

へ
の

貢
献

が
期

待
さ

れ
て

い
ま

す
。


